



Boundary Lines between Eastern and Western Food 
Cultures at Japan Sea Side of Japan (Part 3) 
"Toshitorisakana" and "Kobumaki"
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　この地域においても，年取り魚は圧倒的に鮭及び獅
であることが認められる。その他の魚として，鯖，鮫，
鯛などがある。
　蜥と鮭，二つの祝い魚を分けるライソが新潟県西部
の西頸城郡と中頸城郡との間と佐渡と越後の間に存在
している。
　この付近を多くの食文化ライソが存在することは既
に報告している3）。
　図6と図9を同時に検討すると，西頸城地方と佐渡
島は鱒食文化圏，則ち西日本型食文化圏に属しており，
中頸城から東はずっと鮭食文化圏，則ち東日本型食文
化圏に属することが認められる。
　新潟県西部に隣接する長野県も年取り魚について鮭
と蜘に二分される1’｝n・－19）。鮭食文化圏に属する新潟県の
中頸城郡および中魚沼郡に接する千曲川沿いの善光寺
平，飯山地方は鮭を主な年取り魚としてきた。これら
両県のそれぞれの地方を結ぶ街道として，北国街道及
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び谷街道があった。千曲川・信濃川の水運も利用され
た。
　これに薄して，西頸誠郡に接する安曇平とそれに南
接する地域では蜘を主な年取り魚としてきた。日本海
の堪鱒は，富山や飛騨からの他に，西頸城地方の糸魚
川から姫川沿いに南下する塩の道として有名な千国街
道を経て西及び南信州に運ぼれた。
　これらのことから，食文化の形成や伝播に，当然の
ことであるが，何よりも交通が重要な役割を：果してい
ることを知ることができる。安曇平が鱒食文化圏に属
しているとすれば，交易が盛んであoた西頸城地方は，
その前に蜘食文化圏に入っているはずである。
　新潟県の北に隣接する山形県は全域が鮭を年取り魚
としている。置賜や最上地方では一部鯉も利用されて
いるが，自家養殖のものを利用していると考えられる。
　先の昆布巻の芯魚では，山形県は錬であって隣接す
る新潟県中，下越の鮭と異なっていた。この年取り魚
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では同じく鮭である。何故このような食い違いが生ま
れたのか，興味ある問題である。
　表5から，ここで取り上げた地域での年取り魚は蜘
と鮭が主要であるが，次いで鯉，鱈，鯖が多い。この
傾向は全国的傾向とほぼ一致している。
　　　　　　　　　ま　と　め
　東西の食文化を分ける指標として，正月の昆布巻の
芯及び年取り魚について，北陸東部から東北南部にか
けて調査し，検討を加えた。
　その結果，昆布巻の芯からすると，この地域の大部
分は鯨（身欠き錬）が普通であったが，新潟県の中越
及び下越地方は鮭を主であった。おおよそ東日本全域
で昆布巻の芯は身欠き鯨であることから，新潟県の中，
下越地方の鮭は例外的ということができる。
　年取り魚についてみると，東西の食文化の典型的指
標の一つである東の鮭と西の簿を分けるライγが，調
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査した北陸東部から東北南部地域内で存在した。
　そのライソはおおよそ新潟県西部の西頸城地方と中
頸城地方の間を南下して，長野県を東西に二分してい
る。また，日本海に入って佐渡誌の東側を通り，佐渡
を西日本型としているe
　このライソが通過する地域の付近には，この他にも
数多くの食文化を分けるライソが存在している。
　　　　　　　　　結　　び
　テーマが大きいため，把握しきれtい点が限りなく
出てきて誠に厳しいものがある。多くの方々のご協力
を得まして，更に研究を進めて行きたい。
　本報告をまとめるにあたり，聞き取り謁査にご協力
頂きました新潟県西頸城農業改良普及所，山形県鶴岡
農業改良普及所，糸魚川市教育委員会，荘内銀行及び
本支店行員各位，山川いみ子さん，斉藤娩氏，細井顕
輝氏，佐々木博朗氏，板垣七造氏，板垣俊一氏，佐藤
政さん，菅原照子さん，小南一一さん，本学食物科卒業
生，在学生の皆さん，及びご回答を頂きました多数の
方々に厚くお礼を申しあげます。
　なお，本研究をご支援して頂いた財団法人日本食生
活文化財団に深謝致します。
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